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1. 研究目的 

金属樹を析出させるときに出てくる樹状の物質に規則性があると考えたので、その樹状の広がり方の規

則性を調べていく。フラクタル理論を用いて樹状の広がり方を独自でプログラムをする。最終的にはそ

れを用いて金属樹から溶液中の金属イオンを同定できるようにする。 

2. 研究結果 

析出実験 

結果 

塩化スズ（Ⅱ）0.1mol/L分を純水溶媒にとかしたものに亜鉛板を入れるとスズ樹の生成が確認された。

また、マイクロスコープにおける撮影に成功した。 

溶媒による金属樹の析出の変化 

結果 

塩化スズ（（Ⅱ）0.1mol/L分を純水にとかしたもの（（これを１とする）、同量の塩化スズ（（Ⅱ）を２mol/L

硝酸水溶液（（これを２とする）、２mol/L塩酸水溶液（（これを３とする）、２mol/Lエタノール水溶液（（こ

れを４とする）を溶媒にしたものを調整した。 

a.溶質の溶け方 

１は白い溶け残りが残っており、２～４に関しては少し白濁が認められるもののかなりの割合で溶け

ていた。 

b.金属樹の析出の仕方 

１は気泡が少なくある程度の析出が認められた。２は気泡が多く発生していたのにもかかわらず白い

固体状のものが出てきて金属樹を観測できなかった。３は一番析出していたのが、気泡が多かった。

４では、金属樹が析出しなかった。 

3. 今後の課題 

デジタル化した析出過程のデータをプログラミング解析するためには、更にデータ蓄積が必要であり、

今後データ蓄積を続ける予定である。 
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